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１．調査の概要

　金屋遺跡は魚
うおぬまきゅうりょう

沼丘陵の東側に位置する独立丘

陵の蟻
ありごやま

子山東裾部、庄
しょうのまた

之又川によって形成され

た扇
せんじょうち

状地上に立地します。関越自動車道や国

道 253 号八
はっかとうげ

箇峠道路などの建設に伴いこれまで

に３回の発掘調査が行われ、縄
じょうもん

文時代から平
へいあん

安

時代まで断
だんぞくてき

続的に人々が生活していた痕跡が見

つかっています。特に平安時代は、竪
たてあなたてもの

穴建物や

掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物などが見つかった集
しゅうらくいき

落域や、畑など

の生
せいさんいき

産域が確認されていて、遺
いぶつ

物も須
す え き

恵器や土
は

師
じ き

器を中心に大量に出土していて、金屋遺跡が

最も盛
せいこう

行した時代と言えます。

　令和２年度の調査は国道 253 号八箇峠道路

建設に伴うもので、通算で４回目の調査にな

ります。調査面積は約 1,100㎡で、現在の地表

面より約１～ 2.5 ｍ下から平安時代（９世紀か

ら 10 世紀前半ころ）の集落跡が見つかりまし

た。上層（Ⅵ a 層）と下層（Ⅵ b層）の２層の

遺
いぶつほうがんそう

物包含層（いずれも平安時代）が確認され、

現在は上層の遺
いこう

構を調査しています。今年度の

調査は、上層の調査を完了させた段階で終了し、

調査区の埋め戻しを行います。残りの下層調査

は来年度実施する予定です。

３．遺　　物

　土器を中心に多くの遺物が出土しています。これらの遺物は大半が平安時代（９世紀から 10 世紀前半こ

ろ）のもので、それ以外の遺物はごくわずかです。

土　器　最も多く出土しているのは土師器で、次いで須恵器、黒
こくしょくどき

色土器があります。数は少ないですが

緑
りょくゆうとうき

釉陶器や灰
かいゆうとうき

釉陶器といった県外で生産された土器が見られます。また、土師器や須恵器の中には関東

地方（特に群馬県）と関わりのある土器が見つかっていて、当時の交流関係を窺
うかが

うことができます。

鉄製品　馬具（轡
くつわ

）をはじめ、鉄
てつ せ い つ む

製紡錘、鉄
てつぞく

鏃のほか種別不明の鉄製品が多く出土しています。特に平

安時代の馬具は新潟県内で初例となります。また、椀
わんがたかじさい

形鍛冶滓や鞴
ふいご

の羽
はぐ ち

口など鍛冶に関わる遺物も出土

していて、集落内での鍛冶行為が想定できます。

その他　このほか石製の腰
ようたいぐ

帯具や土
どすい

錘が出土しています。
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４．ま と め

　今回の金屋遺跡の調査では、緑釉陶器や灰釉陶器、石製腰帯具、鉄製品など優品のほか、鍛冶や製糸

などの工業に関わる遺物も出土しました。今後は過去の調査成果も踏まえ、金屋遺跡がどのような性格

をもった集落であったかを解明することが課題となります。
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古墳～古代の遺跡

古墳

須恵器窯跡

0 2km（1：40,000）

国土地理院平成26年発行「六日町」、平成27年発行「五日町」、
平成28年発行「塩沢」「十日町」1：25,000原図を縮小して加筆

１．金屋遺跡　　　２．飯綱山古墳群　３．蟻子山古墳群
４．余川中道遺跡　５．六日町藤塚遺跡
６．坂之上遺跡　　７．大清水遺跡　　８．木ノ芽坂遺跡
９．長表遺跡　　　10．北沖東遺跡　　11．長表東遺跡
12．堅木遺跡　　　13．北原遺跡　　　14．寺尾七塚窯跡
15．朴ノ木窯跡　　16．天池窯跡　　　17．天神南窯跡

金屋遺跡と周辺の遺跡
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表 裏

出土土器

出土鉄製品

須恵器杯蓋

須恵器有台杯

土師器無台椀

土師器鍋

緑釉陶器椀

灰釉陶器瓶類

馬具（轡） 紡錘

馬具？

鉇？

鉄鏃 刀子？
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0 20m（1：400）

上層（Ⅵa層）の遺構

下層（Ⅵb層）の遺構

2015『余川中道遺跡Ⅱ・金屋遺跡Ⅲ』P131を原図とし、
1985『金屋遺跡』、2006『金屋遺跡Ⅱ』、
2015『余川中道遺跡Ⅱ・金屋遺跡Ⅲ』を合成
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①第１次調査［1982・1983（昭和57・58）年］
②第２次調査［2004・2005（平成16・17）年］
③第３次調査［2009（平成21）年］
④第４次調査［2020（令和２）年］
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土器集中遺構（SX64）遺物出土状況　東から
礫の上面に土師器の無台椀を主体とした土器片が出
土しました。多くは破片ですが、土師器の無台椀の
いくつかは底部を上に向けて伏せた状態で置かれて
いました。土器を廃棄した痕跡と考えられます。ま
た、出土した土器の中には墨で文字を書いた「墨

ぼくしょ

書
土器」も見つかっています。

２．遺　　構

　調査区は北側が標高が高く、旧
きゅうかどう

河道が存在する西側や南側に向けてゆるやかに傾斜しています。上層

では柱
ちゅうけつ

穴を中心に溝
みぞ

や土
どこ う

坑などが見つかっていて、標高の高い北側に集中する様子が認められます。竪

穴建物や掘立柱建物は今の所確認できていませんが、柱穴が多数見つかっていることから複数の掘立柱

建物が存在していたものと考えられます。下層の遺構はまだ全容を把握できていませんが、やはり柱穴

や溝が見つかっています。また調査区南西側の標高が最も低くなる地点では、礫
れき

層の上面に土器を廃
はい き

棄

したような遺構（SX64）も見つかっています。残りの調査期間で建物の検討や、下層遺構の状況を調べ

る予定です。

調査区北側遺構検出状況　南から
多数の柱穴が見つかりました。穴の並び方や
穴を埋めている土の状況や穴の深さなど検討
し、掘立柱建物を探します。

腰帯具（石
せきたい

帯：丸
まるとも

鞆）出土状況　北から
石製の腰帯具（ベルトの装飾品）です。平安時代で
は官

かんり

吏（今で言う役人）や貴族が付けていました。

金屋遺跡全体図

土器集中遺構（SX159）遺物出土状況　南から
上層の包含層を掘り下げていたところ、礫と一緒に
土器が集中して出土しました。SX64 と同じく土器
を廃棄した痕跡と考えられます。穴を掘っている様
子はなく、たまたまその場にあった礫のそばに土器
を集中して捨てたものと思われます。

金屋遺跡第４次調査　遺構平面図

須恵器・鉄製品出土状況　南東から
須恵器の壺底部と鉄製品の出土状況です。鉄製品は
馬具の一部と考えられます。

包含層遺物出土状況　東から
包含層からは様々な種類の土器などが出土します
が、多くは割れています。


